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(57)【要約】
　超吸収性発泡体は、乾燥発泡体の総重量に対して、少なくとも１質量％の無機粉末固体
を含み、少なくとも１つのその表面に図示記号を有する。前記発泡体は、対応する量の無
機固体を含有する発泡モノマー混合物を、少なくとも１つのその内壁表面に図示記号を有
する成形型の中で重合することを特徴とする方法により得ることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　乾燥発泡体の総重量に対して、少なくとも１質量％の無機粉状固体を含み、少なくとも
１つの表面に図柄を有する、超吸収性発泡体。
【請求項２】
　乾燥発泡体の総重量に対して、少なくとも５質量％の無機固体を含む、請求項１に記載
の発泡体。
【請求項３】
　酸性基を有するモノマーを基礎とする架橋ポリマーである、請求項１又は２に記載の発
泡体。
【請求項４】
　アクリル酸とアクリル酸ナトリウムの混合物を基礎とする架橋ポリマーである、請求項
３に記載の発泡体。
【請求項５】
　表面が後架橋された及び／又は錯化剤で処理された、請求項１から４までのいずれか１
項に記載の発泡体。
【請求項６】
　無機粉状固体が二酸化チタンである、請求項１から５までのいずれか１項に記載の発泡
体。
【請求項７】
　乾燥発泡体の総重量に対して、少なくとも１質量％の無機粉状固体を有し、少なくとも
１つのその表面に図柄を有する超吸収性発泡体を製造する方法であって、乾燥発泡体の総
重量に対して、少なくとも１質量％の無機粉状固体及び重合性の、及び架橋性の、場合に
より（部分的）に中和されている、酸性基を含むモノエチレン性不飽和モノマー又は少な
くとも１つの架橋性の塩基性ポリマー、並びに架橋剤、無機微細充填剤及び少なくとも１
つの界面活性剤を含む発泡モノマー混合物を、少なくとも１つの内壁面に図柄を有する成
形型の中で重合させる前記方法。
【請求項８】
　重合後に、表面後架橋剤及び／又は錯化剤により発泡体の表面の処理をする、請求項７
に記載の方法。
【請求項９】
　体液を吸収する衛生用品における請求項１から６までのいずれか１項に定義された超吸
収性発泡体の使用。
【請求項１０】
　請求項１から６までのいずれか１項に定義された発泡体を含む、体液を吸収する衛生用
品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表面に図柄を有する超吸収性発泡体、その製造方法及びその使用に関する。
【０００２】
　超吸収性物質は既知である。そのような物質には、「高膨張性ポリマー」、「ヒドロゲ
ル」（多くの場合に乾燥形態としても使用される）、「ヒドロゲル形成ポリマー」、「吸
水性ポリマー」、「吸収性ゲル形成物質」、「膨張性樹脂」、「吸水性樹脂」等の名称も
使用される。当該の物質は、架橋親水性ポリマー、特に（共）重合親水性モノマーのポリ
マー、適切なグラフトベース上の１つ以上の親水性モノマーのグラフト（コ）ポリマー、
架橋セルロースエーテル若しくはデンプンエーテル、架橋カルボキシメチルセルロース、
部分架橋ポリアルキレンオキシド又は水溶液において膨張性である天然生成物、例えばグ
アー誘導体であり、このうち部分中和アクリル酸を基礎とする吸水性ポリマーが最も広く
行き渡っている。超吸収性物質の本質的な特性は、水溶液において自重の数倍吸収する能
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力であり、特定圧力下においても液体を再び放出しない能力である。通常は乾燥粉末の形
態で使用されるが、発泡体の形態でも知られている超吸収性物質は、液体を吸収するとゲ
ルに変換し、したがって水を吸収するとヒドロゲルに変換する（この場合は、まさにヒド
ロゲルである）。架橋は、合成超吸収性物質にとっては必須であり、ポリマーに水中での
不溶性をもたらすので、慣用の純粋な増粘剤と比較して大きく異なる。可溶性物質は、超
吸収性物質として使用することができない。超吸収性物質の最も重要な使用分野は、体液
の吸収である。超吸収性物質は、例えば、乳児用おむつ、成人用失禁用品又は女性用衛生
用品に使用される。他の使用分野は、例えば、市場園芸用保水剤、火災からの保護用の水
の貯蔵、食品包装における液体吸収又は極めて一般的に吸湿である。
【０００３】
　超吸収性発泡体、すなわち、酸性基を含む架橋モノマーを基礎とする又は架橋塩基性ポ
リマーを基礎とする吸水性発泡体も同様に既知である。超吸収性発泡体を、例えば衛生用
品の液体貯蔵層として又は一般的に水性液体の吸収、誘導又は貯蔵のために使用すること
ができる。
【０００４】
　超吸収性物質の製造方法も既知である。アクリル酸を基礎とする超吸収性物質は、市場
において最も一般的であり、架橋剤（「内部架橋剤」）の存在下でのアクリル酸のフリー
ラジカル重合により製造され、アクリル酸は、典型的にはアルカリ、通常は水酸化ナトリ
ウム水溶液の添加により重合の前、後又は前に部分的にそして後で部分的に、特定の程度
中和される。内部架橋剤は、典型的には、重合においてアクリル酸モノマーから形成され
る異なるポリマー鎖に重合され、故にポリマー鎖が互いに架橋される少なくとも２つの重
合性基を有する化合物である。このようにして得られたポリマーゲルを粉砕し（使用する
重合反応器に従う。これは重合と同時に行うことができる）、乾燥する。このようにして
得られた乾燥粉末（「ベースポリマー」）は、典型的には、粒子内部と比較してより高度
に架橋された表面層を得るために、ポリマーの異なる官能基の間に結合を形成することが
できる更なる架橋剤、例えば有機架橋剤又は多価カチオン、例えばアルミニウム（通常は
、硫酸アルミニウムの形態で使用される）との反応により粒子の表面が架橋される。
【０００５】
　超吸収性発泡体の製造方法も同様に既知である。典型的には、モノマーを含む混合物が
発泡される。これは、ガス気泡の機械的分散により、例えばダイの中でガスを泡立てる又
はダイを通してガスを注入し、減圧することにより、また、モノマー溶液中のガス形成発
泡剤の分解により実施することができる。このようにして発泡した混合物を、次に重合し
、場合により後処理する。
【０００６】
　Ｆｒｅｄｒｉｃ　Ｌ．　Ｂｕｃｈｈｏｌｚ及びＡｎｄｒｅｗ　Ｔ．　Ｇｒａｈａｍ（編
）は、"Ｍｏｄｅｒｎ　Ｓｕｐｅｒａｂｓｏｒｂｅｎｔ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｔｅｃｈｎｏ
ｌｏｇｙ"，　Ｊ．　Ｗｉｌｅｙ　＆　Ｓｏｎｓ，　Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ，　Ｕ．Ｓ．Ａ．
／Ｗｉｌｅｙ－ＶＣＨ，　Ｗｅｉｎｈｅｉｍ，　Ｇｅｒｍａｎｙ，　１９９７，　ＩＳＢ
Ｎ　０－４７１－１９４１１－５において、超吸収性物質及び超吸収性発泡体を製造する
既知の方法についての包括的概説を示している。
【０００７】
　超吸収性発泡体及びそれらの製造方法の例は、例えば、ＷＯ９７／１７３９７Ａ１、Ｗ
Ｏ９７／３１９７１Ａ１、ＷＯ９９／４４６４８Ａ１及びＷＯ００／５２０８７Ａ１であ
る。これらの発泡体は、酸性基を含み、かつ少なくとも５０ｍｏｌ％の程度まで中和され
ているモノエチレン性不飽和モノマーと、架橋剤と、少なくとも１つの界面活性剤とを含
む重合性水性混合物を発泡させ、続く発泡混合物の重合によって製造される。重合性混合
物は、フリーラジカルに対して不活性であるガスの微細気泡を分散することにより又はそ
のようなガスを高圧下で重合性混合物に溶解し、混合物を減圧することにより発泡する。
発泡体の含水量は、１～６０質量％に調整される。発泡体は、場合により、発泡物質上に
架橋剤を噴霧することにより又は発泡体を架橋剤の中に浸け、架橋剤を積載した発泡体を
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高温で加熱することにより、表面後架橋に付すことができる。発泡体を、例えば、体液の
取得、分配及び貯蔵のための衛生用品に使用する。カルボキシメチルセルロース、ヒドロ
キシエチルセルロース、ヒドロキシメチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース及
びセルロース混合エーテルがこれらの出願において増粘剤として開示されている。微細超
吸収性粒子を添加することによって発泡体を固めることも既知である。発泡体は、多くの
場合、繊維を添加することによって割れは裂けに対して安定化される。
【０００８】
　ＷＯ０３／０６６７１６Ａ１は、ポリビニルアミンのような少なくとも１つの塩基性ポ
リマー及びグルシジルエーテルのような少なくとも１つの架橋剤を含む水性混合物を発泡
し、続いて発泡混合物を架橋することによって得られる吸水性の塩基性ポリマーから形成
される発泡体を開示する。
【０００９】
　ＷＯ０３／０６６７１７Ａ２は、アミノ基を含有するポリマーの添加によって、超吸収
性発泡体の湿潤強度が増加し、残留モノマー含有量が低下する方法を開示する。
【００１０】
　ＷＯ２００４／００７５９８Ａ１は、表面に微細化親水性二酸化ケイ素及び／又は界面
活性剤を有する吸水性発泡体を開示する。ＷＯ２００６／１０６１０８Ａ１は、膨張遅延
剤による処理の結果として、従来の発泡体よりもゆっくりと吸収する発泡体を開示する。
【００１１】
　ＷＯ２００４／０３５６６８Ａ２は、超吸収性繊維又は果実繊維、特にリンゴ繊維を含
む吸水性発泡体を開示する。ＷＯ２００６／０９４９７７Ａ２は、木質繊維又は古紙繊維
を含む吸水性発泡体を記載する。
【００１２】
　無機固体を粒状超吸収性物質に充填剤として添加できることも既知である。特に粘土鉱
物がこの目的に使用される。
【００１３】
　ＧＢ２０８２６１４Ａは、超吸収性粉末と、非架橋セルロース誘導体、デンプン、粒状
粘土及び鉱物又はこれらの混合物から選択される充填剤とのブレンドを開示する。混合物
は、構成成分の算出合計よりも高い吸収能力を有する。ＵＳ４５００６７０は、無機粉末
が膨張ゲルの剛性を改善する、超吸収性物質及び無機不溶性粉末の混合物を教示する。Ｕ
Ｓ４７３５９８７により教示される懸濁重合法において、高度に膨張し、ガス透過性の超
吸収性物質は、超吸収性粒子を懸濁液中で互いに架橋することによって得られ、無機充填
剤、例えばハイドロタルサイト、モンモリロナイト、タルク、葉ろう石又はカオリナイト
の存在が必要である。ＵＳ４９１４０６６は、０．５～１５質量％の超吸収性物質を含む
ベントナイトから構成される造形体を開示する。
【００１４】
　ＷＯ９１／１２０２９Ａ１、ＷＯ９１／１２０３１Ａ１又はＥＰ７９９８６１Ａ１の教
示によると、水不溶性ゼオライト又は活性炭は、不快臭の発生を閉じ込めるために、超吸
収性物質への添加剤として使用される。ＷＯ０１／１３９６５Ａ１によると、ケイ素が豊
富なゼオライトがこの目的に使用される。
【００１５】
　ＵＳ５４１９９５６は、液体分布を改善するために、二酸化ケイ素、酸化アルミニウム
、二酸化チタン又は粘土等の無機粉末、例えばカオリン若しくはモンモリロナイトが添加
される超吸収性物質を含む、吸収性物品を開示する。ＷＯ０１／６８１５６Ａ１は、液体
伝導性も改善し、不快臭も結合するために、ケイ酸アルミナ、特にサポナイト又はモンモ
リロナイトのような層状構造のものが添加される超吸収性物質を記載する。
【００１６】
　ＵＳ３９００３７８は、電離放射線を用いる可溶性ポリマーの架橋による超吸収性物質
の製造において、ポリマー粒子への充填剤の分散剤としての添加を教示する。充填剤の例
には、パーライト、ケイソウ土、粘土、フライアッシュ及びケイ酸マグネシウム等の鉱物
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も挙げられている。ＵＳ５７３３５７６の教示によると、そのような充填剤を、架橋ポリ
アクリレート及び多糖の混合物である超吸収性物質の製造において、添加することができ
る。
【００１７】
　ＵＳ６１２４３９１は、超吸収性物質のケーキング傾向を打ち消す手段として、無機粉
末、特にカオリンのような粘土の使用を開示する。
【００１８】
　ＷＯ００／７２９５８Ａ１は、超吸収性物質の相乗的充填剤としての粘土の使用を記載
する。ＷＯ０１／３２１１７Ａ１は、塩化ナトリウムに対する耐性を増加するため、僅か
に酸性の超吸収性物質における塩基性充填剤としてのハイドロタルサイトの使用を教示す
る。
【００１９】
　本発明の目的は、表面に図柄を有する超吸収性発泡体及びその製造方法を見出すことで
ある。したがって、乾燥発泡体の総重量に対して少なくとも１質量％の無機粉状固体を含
み、少なくとも１つのその表面に図柄を有する、超吸収性発泡体が見出された。本発明の
発泡体は、完成乾燥超吸収性発泡体の総重量に対して少なくとも１質量％の無機粉状固体
を含む発泡モノマー混合物を、少なくとも１つの内壁面に図柄を有する成形型において重
合する方法によって得られる。
【００２０】
　本発明の文脈において、発泡体の「表面」は、発泡体成形の幾何学的表面を意味し、例
えば吸着等温線を測定する既知の方法により決定しうる発泡体の全ての気孔の全ての内部
表面積を意味しないことが理解される。
【００２１】
　図柄は、点、線、領域、充填パターン又は他の図柄模様要素、特に字、文字、図、幾何
学模様、具象的又は抽象的パターン及び文様により実質的な平面又は平面に描写すること
ができる、全種類の記号及びパターンを意味することが理解される。発泡体が重合される
成形型の対応する三次元幾何学図柄模様により簡単な方法で得ることができる発泡体成形
における真の三次元図柄模様は、それが何を意味するかということではない。実質的な平
面とは何を意味するかというと、表面が実質的に平坦な外観を伝えることであるが、図柄
が、発泡体の表面から少し後ろに後退するか又は表面から突出することができるというこ
とである。したがって、三次元性がまるで紙への印刷工程のように典型的には最小限であ
っても、記号を感触により知覚することが全く可能でありうる。
【００２２】
　超吸収性発泡体は、従来技術から既知である。本発明によると、超吸収性発泡体は、少
なくとも３ｇ／ｇ、好ましくは少なくとも４ｇ／ｇ、より好ましくは少なくとも５ｇ／ｇ
、特に少なくとも６ｇ／ｇの遠心分離保持能力（「ＣＲＣ」、試験方法は、下記の「決定
方法」のセクションに記載されている）を有する発泡体を意味することが理解される。
【００２３】
　本発明の超吸収性発泡体は、乾燥発泡体の総重量に対して少なくとも１質量％の無機粉
状固体を含む。超吸収性発泡体に関して、これは、多くの場合に「充填剤」と呼ばれる。
充填剤を含む超吸収性発泡体は既知である。
【００２４】
　粒状超吸収性発泡体のように、超吸収性発泡体も通常限定された含水量を有する。測定
不能になる残留含水量まで乾燥することは、費用がかかり、不都合であり、超吸収性物質
は環境から水分を取り込む。多くの場合に、発泡体の含水量は、特定の所望の値に、それ
ぞれの場合に湿潤発泡体の総重量に対して、一般に少なくとも１質量％、好ましくは少な
くとも２質量％、より好ましくは少なくとも３質量％に意図的に調整される。含水量の上
限は、吸収能力は含水量が上昇すると対応して下降するので、最終的には液体を吸収する
発泡体の典型的な使用に関する単なる経済的考慮によって生じる。通常、液体吸収の使用
前の発泡体の含水量の５０質量％以下、好ましくは３０質量％以下、より好ましくは２０
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質量％以下（全て湿潤発泡体の総重量に基づく）が確立される。発泡体の典型的な含水量
は、各場合、湿潤発泡体の総重量に対して、例えば５質量％又は１０質量％である。しか
し、超吸収性物質は、高含水量の場合であっても乾燥した感触がある。吸水は可逆性であ
る。率を計算する確定された基礎を作り出すために、本出願の文脈における定量データは
、特記しない限り、乾燥超吸収性発泡体、すなわち水を含まない超吸収性発泡体に基づい
ている。特定の含水量を有する実際の発泡体では、変換は対応して行われるべきである。
含水量（「水分含有量」又は「残留水分」とも呼ばれる）は、下記の「決定方法」に規定
された方法によって決定される。
【００２５】
　本発明の文脈において、質量％のデータは、常に、そして水以外の構成成分も、特に個
別の場合に明確に記述されていない限り、乾燥超吸収性発泡体の総重量に基づいている。
【００２６】
　無機粉状固体は、重合の際に表面に図柄を形成するその能力が本発明の方法の成功に必
須であり、モノマー混合物の適合性にとって必須である、充填剤である。原則的に、あら
ゆる無機粉末が適している。
【００２７】
　粉末における個別の粒子の大きさは、典型的には、一般に少なくとも１μｍ、好ましく
は少なくとも５μｍ、より好ましくは少なくとも１０μｍであり、一般に最大１０００μ
ｍ、好ましくは最大９００μｍ、より好ましくは最大８５０μｍである。粉末粒子は、よ
り小型の一次粒子の凝集体又は凝集塊であることもできる。例えば、粉塵形成又は吸引性
粉塵の形成の問題を回避するために、モノマー混合物の製造のときだけより小型の粒子に
分解する凝集塊の使用も等しく可能である。
【００２８】
　無機粉末は粒状固体である。そのような固体の例は、酸化物、粘土、ゼオライト、無機
顔料、鉱物又は一般的に固体で化学的に不活性な物質（すなわち、重合又は発泡体の使用
を有意に妨げない物質）である。
【００２９】
　適切な酸化物は、ランタニド及びアクチニドを含む元素周期表の２～１４族の金属酸化
物である。特に適した金属酸化物の例は、酸化マグネシウム、酸化カルシウム、酸化スト
ロンチウム及び酸化バリウム、二酸化チタン、二酸化ジルコニウム、酸化バナジウム、酸
化クロム、酸化モリブデン及び酸化タングステン、酸化マンガン、酸化鉄、酸化コバルト
、酸化ニッケル、酸化銅、酸化亜鉛、酸化ホウ素、酸化アルミニウム、二酸化ケイ素、酸
化スズ、酸化鉛、酸化ランタン又は酸化セリウムである。説明：これらの一般名称の使用
は、酸化物における金属の原子価に関する、すなわち酸化物の化学量論的組成に関する確
定的な記述をすることを意図しない。元素の２つ以上の酸化物が既知である場合、全ての
既知の酸化物の使用が一般に可能である。選択は、個別の場合の特定の考慮に従って、例
えば、酸化物の価格又はその毒性、安定性、あるいは色に従って行われる。非常に適切な
酸化物の例は、特にルチル若しくはアナターゼ多形体の二酸化チタン又は沈殿若しくは熱
分解手段により製造された二酸化ケイ素である。
【００３０】
　粘土は、典型的には堆積岩として分解し、幾つかの場合にでは後処理される、水膨張性
ケイ酸塩又はアルミノケイ酸塩の鉱物である。しかし、これらを合成的に製造することも
できる。例は、特にカオリンの形態の特にカオリナイト、イライト、アタパルジャイト（
別名：パリゴルスカイト）、海泡石、特にベントナイトの形態のモンモリロナイト、葉ろ
う石、サポナイト又はタルクである。他の層状ケイ酸塩又は層状アルミノケイ酸塩、例え
ばバーミキュライト又はハイドロタルサイトを使用することもできる。
【００３１】
　他の有用な無機固体の例は、硫酸マグネシウム若しくは硫酸バリウムのような硫酸塩、
炭酸カルシウム若しくは炭酸マグネシウム若しくはドロマイトのような炭酸塩、ケイ酸カ
ルシウム若しくはケイ酸マグネシウムのようなケイ酸塩、パーライト若しくは炭化ケイ素
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のような炭化物、ケイソウ土又はフライアッシュである。
【００３２】
　これらの固体の２つ以上の混合物の使用も可能である。
【００３３】
　アクリル酸を含むモノマー混合物からの超吸収性発泡体の製造において、幾つかの固体
、特に炭酸カルシウムのような酸により分解されうる炭酸塩を発泡体形成に同時に使用す
ることもできる。この場合、反応パラメーター及び物質の混合物の組成は、発泡体形成に
よる炭酸塩の分解にもかかわらず、十分な量の粒状固体が残るように選択することを確実
にするべきである。
【００３４】
　超吸収性発泡体における無機粉末の含有量は、一般に少なくとも１質量％、好ましくは
少なくとも２質量％、より好ましくは少なくとも５質量％であり、一般に最大５０質量％
、好ましくは最大４０質量％、より好ましくは最大２０質量％である。しかし、上限は、
当然のことながら発泡体における非超吸収性画分により低下する、液体に対する発泡体の
所望の吸収能力よりも、図柄を形成する発泡体の能力に対するあらゆる影響によって決定
されることのほうが少ない。発泡体の比較的低い吸収能力が許容されるか、更には望まし
い場合、無機粉末の割合は、規定の上限を超えることもできる。発泡体が図柄を形成する
能力にとって最適な粉末含有量は、特定の粉末によって左右され、僅かな日常的な試験に
よって容易に決定することができる。例えば、カオリンを含む発泡体が図柄を形成する能
力は、少なくとも１０質量％のカオリン含有量で最適であり、少なくとも２０質量％では
更に良好であり、タルク含有発泡体の場合では、少なくとも２０質量％のタルク含有量で
最適であり、少なくとも４０質量％では更に良好であり、二酸化チタン含有発泡体では、
少なくとも１質量％の二酸化チタン含有量で最適であり、少なくとも５質量％では更に良
好である。
【００３５】
　本発明の超吸収性発泡体は、架橋剤、無機粉状固体、少なくとも１つの界面活性剤及び
場合により添加剤又は助剤、例えば可溶化剤、増粘剤、安定剤、充填剤、繊維及び／又は
セル成核剤、並びに酸性基を含み、かつ場合により（部分的）に中和されている重合性及
び架橋性のモノエチレン性不飽和モノマーを含む水性混合物を発泡させ、続いて発泡混合
物を重合及び／又は架橋することによって都合良く得られる。
【００３６】
　加えて、超吸収性発泡体は、少なくとも１つの架橋性の塩基性ポリマー、架橋剤、無機
粉状固体、少なくとも１つの界面活性剤及び場合により添加剤又は助剤、例えば可溶化剤
、増粘剤、安定剤、充填剤、繊維及び／又はセル成核剤を混合物として発泡し、次に発泡
混合物に存在する塩基性ポリマーを架橋して、発泡性ヒドロゲルを形成することによって
、都合良く製造することができる。
【００３７】
　発泡体は、場合により続いて錯化剤及び／又は膨張遅延剤により処理される。簡素化の
ために、架橋性の塩基性ポリマー又は酸性基を有する重合性及び架橋性モノマーを含む混
合物、さらには架橋性の塩基性ポリマーを含むが、酸性基を有する重合性及び架橋性モノ
マーを含まない混合物に特有ではない手段又は特性の記述において、用語「重合性の水性
混合物」又は単に「モノマー混合物」も使用される。
【００３８】
　超吸収性発泡体の表面に図柄を得るために、少なくとも１つの内壁面に図柄を有する成
形型において重合される。この内壁面において、これらの図柄は、異なる化学組成又は異
なる物理的表面特性により、内壁面の残りの領域と異なっている。成形型の内壁面は、そ
の表面が、超吸収性発泡体が得られるモノマー混合物の重合の際にモノマー混合物又は発
泡体と接触する成形型の表面である。「成形型」は、重合が実施される容量の任意の空間
限界を意味することが理解される。これは、必ずしも密閉成形型である必要はなく、むし
ろ、例えば重合のベルト式反応器の場合のように、一時的に材料を運搬するものであるこ
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ともできる。成形型の「内壁表面」は、重合している発泡体と接触し、その結果、接触表
面に特定の幾何学形状を付与する任意の表面である。
【００３９】
　成形型の内壁表面に形成されたこれらの図柄は、対応する図柄が発泡体に可視的に形成
され、成型品の取り出し及び超吸収性発泡体の全体重合の際にその状態を維持するような
局所的に限定された程度で、発泡体の重合に影響を与えると推定される。しかし、インク
又は塗料により成形型に適用された図柄も、流れ出さない限り、発泡体において再現され
る。
【００４０】
　本発明の方法の簡単な実施態様において、モノマー混合物は、少なくとも１つの内壁面
に、残りの内壁面と異なる粗さを有する、すなわち異なる物理的表面特性を有する内壁面
の場所に形成された図柄を有する成形型において重合される。
【００４１】
　別の実施態様において、モノマー混合物は、少なくとも１つの内壁面に、インク又は塗
料の適用により得られた図柄を有する、すなわち成形型の残りの内壁面と異なる化学組成
の表面を有する成形型において重合される。更なる実施態様において、モノマー混合物は
、少なくとも１つの内壁面に、表面の化学修飾により、例えばエッチングにより得られる
が、ガス相からの化合物のイオン注入又は付着のような物理的又は物理化学的方法によっ
ても得られる図柄を有する成形型において重合される。
【００４２】
　本発明の方法の好都合な実施態様において、成形型の内壁側面は、インク又は塗料によ
り印刷又は塗布されている。印刷された図柄は、対応して発泡体に再現される。典型的に
は、成形型から発泡体への色の移転は起こらない。比較的薄い圧延物質を製造するために
、発泡体を、例えば一方又は両方が印刷又は塗布されている２枚の膜の間で重合すること
ができる。重合は、連続的に又はバッチ様式に実施することができる。
【００４３】
　本発明の例示的な実施態様において、下記：
　ａ）１０～８０質量％の、酸性基を含み、かつ少なくとも５０ｍｏｌ％の程度まで中和
されているモノエチレン性不飽和モノマー又は塩基性の架橋性ポリマー、
　ｂ）酸性基を有するモノエチレン性不飽和モノマーが使用される場合、場合により追加
的に５０質量％までの他のモノエチレン性不飽和モノマー、
　ｃ）０．００１～１０質量％の架橋剤、
　ｄ）モノエチレン性不飽和モノマーが使用される場合、追加的な開始剤、
　ｅ）０．１～２０質量％の少なくとも１つの界面活性剤、
　ｆ）場合により可溶化剤、
　ｇ）場合により、増粘剤、発泡体安定剤、重合調節剤、充填剤、繊維及び／又はセル成
核剤
（各場合において、水性混合物の総重量に基づく）、並びに
　ｈ）最終乾燥発泡体の重量に対して１～５０質量％の無機固体
（ここで、水を含む混合物の個別の成分の総量は合計で１００質量％となる）を含む水性
混合物が形成される。
【００４４】
　無機固体は、典型的には、少なくとも０．５質量％及び最大３０質量％の程度で水性混
合物に存在する。
【００４５】
　水性混合物は、例えば、フリーラジカルに対して不活性なガスの微細気泡を混合物に分
散することにより又は２～４００バールの圧力下でそのようなガスを架橋性混合物に溶解
し、次に大気圧に減圧することにより発泡することができる。自由流動性発泡体が得られ
、それを成形型に充填することができるか又はベルト上で硬化することができる。酸性基
を含むモノマー、並びに場合により他のモノエチレン性不飽和モノマー及び架橋剤を使用
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する場合、硬化は重合により実施され、塩基性ポリマーを使用する場合、架橋により実施
される。
【００４６】
　酸性基を含む架橋ポリマーを基礎とする超吸収性発泡体は、とりわけ、引用された従来
技術文献ＥＰ８５８４７８Ｂ１、２頁５５行目から１８頁２２行目、ＷＯ９９／４４６４
８Ａ１及びＷＯ００／５２０８７Ａ１、５頁２３行目から４１頁１８行目（これらは全て
本明細書において明確に参照される）によって既知である。酸性基を含む有用なモノエチ
レン性不飽和モノマーは、顆粒状超吸収性物質の製造に使用されるモノマー及びモノマー
混合物である。好ましいモノマーは、アクリル酸及びその塩である。更なるモノエチレン
性不飽和モノマーも、顆粒状超吸収性物質の製造に関する文献によって同様に既知である
。
【００４７】
　一実施態様において、吸水性の酸性ポリマーの発泡体が使用される。使用される吸水性
の酸性ポリマーは、以降、酸性超吸収性物質とも呼ばれ、例えばＷＯ００／６３２９５Ａ
１、２頁２７行目から９頁１６行目に記載されている全てのヒドロゲルであることができ
る。これらは本質的に、少なくとも部分的に中和されている形態で、高い吸水能力を有す
る酸性モノマーの軽度に架橋されているポリマーである。それぞれの場合に軽度に架橋さ
れているそのようなポリマーの例は、架橋ポリアクリル酸、デンプンのアクリロニトリル
の架橋加水分解グラフトポリマー、デンプンのアクリル酸の架橋グラフトポリマー、酢酸
ビニルとアクリル酸エステルの加水分解架橋コポリマー、架橋ポリアクリルアミド、加水
分解架橋ポリアクリルアミド、エチレンと無水マレイン酸の架橋コポリマー、イソブチレ
ンと無水マレイン酸の架橋コポリマー、架橋ポリビニルスルホン酸、架橋ポリビニルホス
ホン酸及び架橋スルホン化ポリスチレンである。酸性超吸収性物質としての、（部分）中
和、軽度架橋ポリアクリル酸のポリマーの使用が好ましい。酸性超吸収性物質の酸性基の
（部分）中和は、好ましくは水酸化ナトリウム溶液、炭酸水素ナトリウム又は炭酸ナトリ
ウムにより実施される。しかし中和は、水酸化カリウム溶液、アンモニア、アミン又はエ
タノールアミン、ジエタノールアミン若しくはトリエタノールアミンのようなアルカノー
ルアミンにより実行することもできる。
【００４８】
　酸性超吸収性物質は、本明細書において明確に参照されるＷＯ００／６３２９５Ａ１、
２頁２７行目から９頁１６行目を含む上記の参考文献によって既知である。これらは場合
により表面後架橋されることができ、これを達成するために、例えば軽度に架橋されたポ
リアクリル酸を、カルボキシル基に対して反応性のある少なくとも２つの基を有する化合
物と反応させる。これらは既知の架橋剤である。表面後架橋剤としての用途において特に
興味深いものは、例えば、プロピレングリコール、ブタンジオール－１，４又はヘキサン
ジオール－１，６のような多価アルコール、エチレングリコールのグリシジルエーテル、
モル質量が２００～１５００、好ましくは３００～４００ダルトンのポリエチレングリコ
ール、トリメチロールプロパンの、モル比が１：１～２５、好ましくは１：３～１５のト
リメチロールプロパンとエチレンオキシドの反応生成物の、モル比が１：３０、好ましく
は１：４～２０のペンタエリスリトールとエチレンオキシドの反応生成物の完全にアクリ
ル化又はメタクリル化された反応生成物である。実施される場合、アニオン性超吸収性物
質の表面の後架橋は、例えば、２２０℃までの温度、例えば好ましくは１２０～１９０℃
の温度で実施される。
【００４９】
　架橋性の塩基性ポリマー
　架橋性の塩基性ポリマーからの超吸収性発泡体の製造は、本明細書において明確に参照
されるＷＯ０３／０６６７１６Ａ１によって既知である。
【００５０】
　更なるモノマー
　重合性水性混合物、並びに酸性基を有するモノマーも、更なるエチレン性不飽和モノマ
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ーを含むことができる。適切なエチレン性不飽和モノマーは、例えば、アクリルアミド、
メタクリルアミド、クロトンアミド、ジメチルアミノエチルメタクリレート、ジメチルア
ミノエチルアクリレート、ジメチルアミノプロピルアクリレート、ジエチルアミノプロピ
ルアクリレート、ジメチルアミノブチルアクリレート、ジメチルアミノエチルメタクリレ
ート、ジエチルアミノエチルメタクリレート、ジメチルアミノネオペンチルアクリレート
及びジメチルアミノネオペンチルメタクリレートである。
【００５１】
　架橋剤
　ここで、モノマー混合物の重合に関して（あるいは塩基性ポリマーの架橋に関して）、
「架橋剤」は、典型的には顆粒状超吸収性物質の場合における「内部架橋剤」として知ら
れおり、超吸収性物質のポリマー鎖を互いに架橋して、典型的には、ポリマー鎖の架橋重
合又は架橋の際に架橋剤の拡散の効果と別に、超吸収性物質の容量にわたって実質的に均
一の程度の架橋を達成する架橋剤を意味することが理解される。しかし超吸収性物質は、
また多くの場合に、容積に対して表面の架橋の程度を増大する表面架橋剤により表面が後
架橋される。
【００５２】
　発泡体それ自体のような超吸収性発泡体を製造する塩基性ポリマーのための架橋剤は、
とりわけ、本明細書において明確に参照されるＷＯ０３／０６６７１６Ａ１によって既知
である。
【００５３】
　酸性基を有するモノマーを基礎とするポリマーのための架橋剤も、同様に既知である。
顆粒状超吸収性物質の製造においても知られている架橋剤が使用される。これらは、フリ
ーラジカル機構を介してポリマー網状組織に重合されうる少なくとも２つの重合性基を有
する化合物である。適切な架橋剤は、例えば、エチレングリコールジメタクリレート、ジ
エチレングリコールジアクリレート、アリルメタクリレート、トリメチロールプロパント
リアクリレート、トリアリルアミン、テトラアリルオキシエタン、ジ－及びトリアクリレ
ート、またアクリレート基と更なるエチレン性不飽和基を含む混合アクリレート、又は架
橋剤混合物である。
【００５４】
　適切な架橋剤は、特に、Ｎ、Ｎ’－メチレンビスアクリルアミド及びＮ，Ｎ’－メチレ
ンビスメタクリルアミド、ジアクリレート又はトリアクリレートのようなポリオールの不
飽和モノ－又はポリカルボン酸のエステル、例えばブタンジオールジアクリレート若しく
はジメタクリレート又はエチレングリコールジアクリレート若しくはジメタクリレート、
また、トリメチロールプロパントリアクリレート、並びにアリル（メタ）アクリレート、
トリアリルシアヌレート、ジアリルマレエート、ポリアリルエステル、テトラアリルオキ
シエタン、トリアリルアミン、テトラアリルエチレンジアミン、リン酸及びビニルホスホ
ン酸誘導体のアリルエステルのようなアリル化合物である。更なる適切な架橋剤ｂ）は、
ペンタエリスリトールジアリルエーテル、ペンタエリスリトールトリアリルエーテル及び
ペンタエリスリトールテトラアリルエーテル、ポリエチレングリコールジアリルエーテル
、エチレングリコールジアリルエーテル、グリセリルジアリルエーテル及びグルセリルト
リアリルエーテル、ソルビトールを基礎とするポリアリルエーテル、並びにこれらのエト
キシル化変種である。本発明の方法によると、ポリエチレングリコールのジ（メタ）アク
リレート、３００～１０００の分子量を有する使用したポリエチレングリコールを使用す
ることが可能である。
【００５５】
　しかし特に有利な架橋剤は、３～１５回エトキシル化したグリセロールの、３～１５回
エトキシル化したトリメチロールプロパンの、３～１５回エトキシル化したトリメチロー
ルエタンのジ－及びトリアクリレート、特に２～６回エトキシル化したグリセロール又は
トリメチロールプロパンの、３回プロポキシル化したグリセロール又はトリメチロールプ
ロパンの、３回混合エトキシル化又はプロポキシル化したグリセロール又はトリメチロー
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ルプロパンの、１５回エトキシル化したグリセロール又はトリメチロールプロパンの、４
０回エトキシル化したグリセロール、トリメチロールエタン又はトリメチロールプロパン
のジ－及びトリアクリレートである。
【００５６】
　とりわけ好ましい架橋剤は、例えばＷＯ０３／１０４３０１Ａ１に記載されている、ア
クリル酸又はメタクリル酸でエステル化されてジ－及びトリアクリレートを与えるポリエ
トキシル化及び／又はプロポキシル化グリセロールである。特に有利なものは、３～１０
回エトキシル化したグリセロールのジ－及び／又はトリアクリレートである。とりわけ好
ましいものは、１～５回エトキシル化及び／又はプロポキシル化したグリセロールのジ－
又はトリアクリレートである。最も好ましいものは、３～５回エトキシル化及び／又はプ
ロポキシル化したグリセロールのトリアクリレートである。
【００５７】
　開始剤
　重合反応に使用される開始剤は、重合条件下でフリーラジカルに分解する全ての化合物
、例えば過酸化物、ヒドロペルオキシド、過酸化水素、過硫酸塩、アゾ化合物及びいわゆ
るレドックス開始剤であり、また、フリーラジカルを生成する他の任意の方法、例えば高
エネルギー放射線、例はＵＶ光線であることができる。水溶性開始剤又はＵＶ光線の使用
が好ましい。幾つかの場合において、異なる重合開始剤の混合物、例えば過酸化水素とペ
ルオキソ二硫酸ナトリウム又はペルオキソ二硫酸カリウムの混合物の使用が有利である。
過酸化水素とペルオキソ二硫酸ナトリウムの混合物は、任意の比率で使用することができ
る。適切な有機過酸化物は、例えばアセチルアセトン過酸化物、メチルエチルケトン過酸
化物、ｔｅｒｔ－ブチルヒドロペルオキシド、クメンヒドロペルオキシド、ｔｅｒｔ－ア
ミルペルピバレート、ｔｅｒｔ－ブチルペルピバレート、ｔｅｒｔ－ブチルペルネオヘキ
サノエート、ｔｅｒｔ－ブチルペルイソブチレート、ｔｅｒｔ－ブチルペル－２－エチル
ヘキサノエート、ｔｅｒｔ－ブチルペルイソノナノエート、ｔｅｒｔ－ブチルペルマレエ
ート、ｔｅｒｔ－ブチルペルベンゾエート、ジ（２－エチルヘキシル）ペルオキシジカー
ボネート、ジシクロヘキシルペルオキシジカーボネート、ジ（４－ｔｅｒｔ－ブチルシク
ロヘキシル）ペルオキシジカーボネート、ジミリスチルペルオキシジカーボネート、ジア
セチルペルオキシジカーボネート、アリルペルエステル、クミルペルオキシネオデカノエ
ート、ｔｅｒｔ－ブチルペル－３，５，５－トリメチルヘキサノエート、アセチルシクロ
ヘキシルスルホニルペルオキシド、ジラウリルペルオキシド、ジベンゾイルペルオキシド
及びｔｅｒｔ－アミルペルネオデカノエートである。更に適切な重合開始剤は、アゾ開始
剤、例えば２，２’－アゾビス（２－アミジノプロパン）ジヒドロクロリド、２，２’－
アゾビス（Ｎ，Ｎ－ジメチレン）イソブチルアミジンジヒドロクロリド、２－（カルバモ
イルアゾ）イソブチロニトリル、２，２’－アゾビス［２－（２’－イミダゾリン－２－
イル）プロパン］ジヒドロクロリド及び４，４’－アゾビス（４－シアノ吉草酸）である
。記述された重合開始剤は、慣用の量、例えば、重合されるモノマーに対して、一般に少
なくとも０．０１ｍｏｌ％、好ましくは少なくとも０．０５ｍｏｌ％、より好ましくは少
なくとも１ｍｏｌ％の量、一般に最大５ｍｏｌ％、好ましくは最大２ｍｏｌ％の量で使用
される。
【００５８】
　レドックス開始剤は、酸化成分として、化合物あたり少なくとも１つの上記に特定した
もの及び還元成分、例えばアスコルビン酸、グルコース、ソルボース、アンモニウム亜硫
酸水素塩、亜硫酸塩、チオ硫酸塩、次亜硫酸塩、ピロ亜硫酸塩若しくは硫化物又はアルカ
リ金属亜硫酸水素塩、亜硫酸塩、チオ硫酸塩、次亜硫酸塩、ピロ亜硫酸塩若しくは硫化物
、鉄（ＩＩ）イオン若しくは銀イオンのような金属塩又はナトリウムヒドロキシメチルス
ルホキシレートを含む。レドックス開始剤の還元成分としての、アスコルビン酸、亜硫酸
ナトリム又はピロ亜硫酸ナトリウムの使用が好ましい。重合に使用されるモノマーの量に
対して、一般に少なくとも３・１０-6ｍｏｌ％、好ましくは少なくとも１・１０-5～１ｍ
ｏｌ％の、レドックス開始剤の還元成分、一般に少なくとも１・１０-5、好ましくは少な



(12) JP 2011-505436 A 2011.2.24

10

20

30

40

50

くとも１・１０-3～５ｍｏｌ％の酸化成分が使用される。酸化成分に代わりに又はそれに
加えて、１つ以上の水溶性アゾ開始剤を使用することも可能である。
【００５９】
　本発明の一実施態様において、過酸化水素、ペルオキソ二硫酸ナトリウム及びアスコル
ビン酸から構成されるレドックス開始剤が使用される。例えば、これらの成分は、モノマ
ーに対して、１・１０-2ｍｏｌ％の過酸化水素、０．０８４ｍｏｌ％のペルオキソ二硫酸
ナトリウム及び２．５・１０-3ｍｏｌ％のアスコルビン酸の濃度で使用される。
【００６０】
　しかし重合は、上記に特定された種類の開始剤の不在下であっても、光開始剤の存在下
での高エネルギー放射線の作用によって引き起こすことができる。これらは、例えば、い
わゆるα－スプリッター、Ｈ－抽出系、あるいはアジ化物であることができる。そのよう
な開始剤の例は、ミヒラーケトンのようなベンゾフェノン誘導体、フェナントレン誘導体
、フルオレン誘導体、アントラキノン誘導体、チオキサントン誘導体、クマリン誘導体、
ベンゾインエーテル及びその誘導体、上記フリーラジカル形成剤のようなアゾ化合物、置
換ヘキサアリールビスイミダゾール又はアシルホスフィンオキシドである。アジ化物の例
は、２－（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）エチル４－アジドシンナメート、２－（Ｎ，Ｎ－ジ
メチルアミノ）エチル４－アジドナフチルケトン、２－（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ）エチ
ル４－アジドベンゾエート、５－アジド－１－ナフチル２’－（Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノ
）エチルスルホン、Ｎ－（４－スルホニルアジドフェニル）マレイミド、Ｎ－アセチル－
４－スルホニルアジドアニリン、４－スルホニルアジドアニリン、４－アジドアニリン、
４－アジドフェナシルブロミド、ｐ－アジド安息香酸、２，６－ビス（ｐ－アジドベンジ
リデン）シクロヘキサノン及び２，６－ビス（ｐ－アジドベンジリデン）－４－メチルシ
クロヘキサノンである。光開始剤は、使用される場合、重合されるモノマーの重量に対し
て、典型的には０．０１～５質量％の量で用いられる。
【００６１】
　モノマー水溶液は、溶解又は分散形態の開始剤を含むことができる。しかし、開始剤を
モノマー溶液と別個に重合反応器に投入することもできる。
【００６２】
　界面活性剤
　重合性又は架橋性の水性混合物は、更なる成分として、０．１～２０質量％の少なくと
も１つの界面活性剤を含む。界面活性剤は、発泡体の製造及び安定化において重要な意味
がある。互いに適合性のある、アニオン性、カチオン性又は非イオン性の界面活性剤又は
界面活性剤混合物を使用することが可能である。低分子量のあるいはポリマーの界面活性
剤を使用することが可能であり、異なる種類、あるいは同じ種類の界面活性剤の組み合わ
せが有利であることが見出されている。有用な非イオン性界面活性剤は、例えば、アルキ
レンオキシド、特にエチレンオキシド、プロピレンオキシド及び／又はブチレンオキシド
と、アルコール、アミン、フェノール、ナフトール又はカルボン酸との付加生成物である
。有利には、使用される界面活性剤は、エチレンオキシド及び／又はプロピレンオキシド
と、少なくとも１０個の炭素原子を含むアルコールとの付加生成物、アルコール１ｍｏｌ
あたり３～２００ｍｏｌが付加されたエチレンオキシド及び／又はプロピレンオキシドを
含む付加生成物である。付加生成物は、ブロック又はランダム分布の形態でアルキレンオ
キシド単位を含む。有用な非イオン性界面活性剤の例は、７ｍｏｌのエチレンオキシドと
１ｍｏｌの獣脂アルコールとの付加生成物、９ｍｏｌのエチレンオキシドと１ｍｏｌの獣
脂アルコールとの反応生成物及び８０ｍｏｌのエチレンオキシドと１ｍｏｌの獣脂アルコ
ールとの付加生成物である。更なる有用な市販の非イオン性界面活性剤は、オキソアルコ
ール又はチーグラーアルコールとアルコール１ｍｏｌあたり５～１２ｍｏｌのエチレンオ
キシド、特に７ｍｏｌのエチレンオキシドの反応生成物から構成される。更なる有用な市
販の非イオン性界面活性剤は、ヒマシ油をエトキシル化することによって得られる。例え
ば、１２～８０ｍｏｌのエチレンオキシドをヒマシ油１ｍｏｌ毎に加える。更なる有用な
市販の生成物は、例えば、１８ｍｏｌのエチレンオキシドと１ｍｏｌの獣脂アルコールと
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の反応生成物、１０ｍｏｌのエチレンオキシドと１ｍｏｌのＣ13／Ｃ15オキソアルコール
との付加生成物又は７～８ｍｏｌのエチレンオキシドと１ｍｏｌのＣ13／Ｃ15オキソアル
コールとの反応生成物である。更なる有用な非イオン性界面活性剤は、フェノールアルコ
キシレートであり、例えば、９ｍｏｌのエチレンオキシドと反応するｐ－ｔｅｒｔ－ブチ
ルフェノール又は１ｍｏｌのＣ12～Ｃ18アルコール及び７．５ｍｏｌのエチレンオキシド
から形成される反応生成物のメチルエーテルである。
【００６３】
　上記記載の非イオン性界面活性剤を、例えば硫酸を用いるエステル化によって対応する
硫酸モノエステルに変換することができる。硫酸モノエステルは、アルカリ金属又はアン
モニウム塩の形態でアニオン性界面活性剤として使用される。適切なアニオン性界面活性
剤は、例えば、エチレンオキシド及び／又はプロピレンオキシドと脂肪アルコールとの付
加生成物の硫酸モノエステルのアルカリ金属又はアンモニウム塩、アルキルベンゼンスル
ホン酸の又はアルキルフェノールエーテルスルフェートのアルカリ金属又はアンモニウム
塩である。記述された種類の生成物は、市販されている。例えば、１０６ｍｏｌのエチレ
ンオキシドと反応させたＣ13／Ｃ15オキソアルコールの硫酸モノエステルのナトリウム塩
、ドデシルベンゼンスルホン酸のトリエタノールアミン塩、アルキルフェノールエーテル
スルフェートのナトリウム塩及び１０６ｍｏｌのエチレンオキシドと１ｍｏｌの獣脂アル
コールとの反応生成物の硫酸モノエステルのナトリウム塩は、商業的に使用可能なアニオ
ン性界面活性剤である。更なる適切なアニオン性界面活性剤は、Ｃ13／Ｃ15オキソアルコ
ールの硫酸モノエステル、Ｃ15－アルキルスルホネートのようなパラフィンスルホン酸、
アルキル置換ベンゼンスルホン酸、並びにドデシルベンゼンスルホン酸及びジ－ｎ－ブチ
ルナフタレンスルホン酸のようなアルキル置換ナフタレンスルホン酸、またＣ15／Ｃ18脂
肪アルコールホスフェートのような脂肪アルコールホスフェートである。重合性の水性混
合物は、アニオン性界面活性剤とアニオン性界面活性剤の組み合わせ又はアニオン性界面
活性剤の組み合わせ又はアニオン性界面活性剤の組み合わせを含むことができる。カチオ
ン性界面活性剤も適している。その例は、６．５ｍｏｌのエチレンオキシドと１ｍｏｌの
オレイルアミン、ジステアリルジメチルアンモニウムクロリド、ラウリルトリメチルアン
モニウムクロリド、セチルピリジニウムブロミド及び硫酸ジメチルで四級化したステアリ
ン酸トリエタノールアミンエステルとの、硫酸ジメチルで四級化した反応生成物である（
好ましくはカチオン性界面活性剤として使用される）。
【００６４】
　水性混合物の界面活性剤含有量は、好ましくは０．５～１０質量％である。多くの場合
、水性混合物は、１．５～８質量％の界面活性剤含有量を有する。
【００６５】
　可溶化剤
　架橋性の水性混合物は、場合により少なくとも１つの可溶化剤を更なる成分として含む
ことができる。これは、水混和性有機溶媒、例えばジメチルスルホキシド、ジメチルホル
ムアミド、Ｎ－メチルピロリドン、一価アルコール、グルコール、ポリエチレングルコー
ル又はそれらから誘導されるモノエーテル（ここでモノエーテルは分子において二重結合
を何も含まない）を意味することが理解される。適切なエーテルは、メチルグルコール、
ブチルグリコール、ブチルジグリコール、メチルジグリコール、ブチルトリグリコール、
３－エトキシ－１－プロパノール及びグリセリルモノメチルエーテルである。
【００６６】
　水性混合物は、０～５０質量％の少なくとも１つの可溶化剤を含む。可溶化剤が使用さ
れる場合、水性混合物におけるそれらの含有量は、好ましくは１～２５質量％である。
【００６７】
　増粘剤、発泡体安定剤、繊維、セル成核剤
　架橋性の水性混合物は、場合により、増粘剤、発泡体安定剤、繊維及び／又はセル成核
剤を含むことができる。増粘剤は、例えば、発泡体構造を最適化するため及び発泡体安定
性を改善するために使用される。これは、発泡体が重合の際に僅かしか縮まない効果を達
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成する。有用な増粘剤には、水性系の粘度を著しく増加し、塩基性ポリマーのアミノ基と
反応しない、この目的において既知の全ての天然及び合成ポリマーが含まれる。これらは
、水膨張性又は水溶性の合成及び天然ポリマーであることができる。増粘剤の包括的な概
説は、例えばＲ．Ｙ．　Ｌｏｃｈｈｅａｄ　ａｎｄ　Ｗ．Ｒ．　Ｆｒｏｎ，　Ｃｏｓｍｅ
ｔｉｃｓ　＆　Ｔｏｉｌｅｔｒｉｅｓ，　１０８，　９５－１３５　（Ｍａｙ　１９９３
）及びＭ．Ｔ．　Ｃｌａｒｋｅ，　"Ｒｈｅｏｌｏｇｉｃａｌ　Ａｄｄｉｔｉｖｅｓ"　ｉ
ｎ　Ｄ．　Ｌａｂａ　（ｅｄ．）　"Ｒｈｅｏｌｏｇｉｃａｌ　Ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ　
ｏｆ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ　ａｎｄ　Ｔｏｉｌｅｔｒｉｅｓ"，　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｓ
ｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　Ｓｅｒｉｅｓ，　Ｖｏｌ．　１３，　Ｍ
ａｒｃｅｌ　Ｄｅｋｋｅｒ　Ｉｎｃ．，　Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ　１９９３において見出され
る。
【００６８】
　増粘剤として有用な水膨張性又は水溶性の合成ポリマーは、例えば、高分子量ポリエチ
レングリコール又はエチレングリコールとプロピレングリコールのコポリマー、またデン
プン、グアー粉、イナゴマメ粉のような高分子量多糖類又はカルボキシメチルセルロース
、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシメチルセルロース、ヒドロキシプロピルセル
ロース及びセルロース混合エーテルのような天然物質の誘導体である。更なる増粘剤の群
は、微細化セルロース粉末又は架橋セルロースの他の微細化粉末のような水不溶性生成物
のものである。水性混合物は、増粘剤を３０質量％までの量で含むことができる。仮にそ
のような増粘剤が使用される場合、これらは０．１、好ましくは０．５～２０質量％の量
で水性混合物に存在する。
【００６９】
　発泡体構造を最適化するために、場合により、少なくとも５個の炭素原子を分子に有す
る炭化水素を水性反応混合物に加えることが可能である。適切な炭化水素は、例えば、ペ
ンタン、シクロペンタン、ヘキサン、シクロヘキサン、ヘプタン、オクタン、イソオクタ
ン、デカン及びドデカンである。有用な脂肪族炭化水素は、直鎖、分岐鎖又は環状である
ことができ、発泡の際に水性混合物の温度よりも高い沸点を有することができる。脂肪族
炭化水素は、未だ重合されていない発泡水性反応混合物の寿命を伸ばす。このことは、未
だ重合されていない発泡体の取り扱いを容易にし、加工信頼性を増大する。炭化水素は、
例えば、セル成核剤として作用し、同時に、既に形成された発泡体を安定化する。加えて
、モノマー発泡体の重合の際に、混合物の更なる発泡をもたらすことができる。この場合
、発泡剤の機能を有することもできる。炭化水素又はその混合物の代わりに、場合により
、セル成核剤及び／又は発泡体安定剤として、塩素化又はフッ素化炭化水素、例えばジク
ロロメタン、トリクロロメタン、１，２－ジクロロエタン、トリクロロフルオロメタン又
は１，１，２－トリクロロトリフルオロエタンを使用することも可能である。炭化水素が
使用される場合、これらは、重合性の水性混合物に対して、０．１～２０質量％、好まし
くは０．１～１０質量％の量で使用される。
【００７０】
　発泡体の特性は、場合により、更なる繊維を用いて改質することもできる。これらは、
天然又は合成の繊維又は繊維混合物、例えば、セルロース、羊毛、ポリエチレン、ポリプ
ロピレン、ポリエステル又はポリアミドの繊維であることができる。繊維が使用される場
合、これらは、例えば２００質量％まで、好ましくは２５質量％までの量で水性混合物に
存在することができる。充填剤及び繊維は、場合により、既に発泡している混合物に加え
ることもできる。繊維の追加的な使用は、完成発泡体の湿潤強度のような強度特性の増加
をもたらす。超吸収性発泡体における繊維の使用は既知である。
【００７１】
　特に塩含有水溶液の吸収のための発泡体
　塩含有水溶液のためにも高い吸収能力を有する発泡体を製造するために、塩基性及び酸
性の超吸収性物質が、好ましくは非中和形態で混合物に使用される。酸性の吸水性ポリマ
ーの中和の程度は、例えば、０～１００ｍｏｌ％、好ましくは０～７５ｍｏｌ％、通常は
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０～５０ｍｏｌ％である。遊離塩基の形態の吸水性の塩基性ポリマーは、酸で中和されて
いる形態よりも高い、塩含有水溶液、特に酸性水溶性の吸収能力を有する。塩基性ポリマ
ーが単独の吸収性ポリマーとして使用される場合、中和の程度は、例えば、０～１００ｍ
ｏｌ％、好ましくは０６０～ｍｏｌ％である。
【００７２】
　発泡体の製造
　モノマー又は塩基性ポリマー、架橋剤、無機粉末及び界面活性剤、並びに場合により更
なる成分を含有する上記記載の架橋性の水性混合物が、最初に発泡される。例えば、不活
性ガスを例えば２～４００バールの圧力で架橋性の水性混合物に溶解し、次に大気圧に減
圧することが可能である。ダイを通した減圧は、自由流動性発泡体を形成する。架橋性の
水性混合物を、不活性ガスの微細気泡を分散する別の方法により発泡させることもできる
。架橋性の水性混合物を、針金製泡立て器を備えたフードプロセッサーにおいて水性混合
物を発泡させることによって、実験室で発泡させることができる。発泡体の製造は、好ま
しくは不活性ガス雰囲気下、不活性ガスを用いて、例えば、窒素又は希ガスと標準圧下又
は例えば２５バールまでの高圧下で混合し、続いて減圧することによって実施される。発
泡体の稠度、ガス気泡の大きさ及び発泡体におけるガス気泡の分布は、例えば、界面活性
剤、可溶化剤、発泡体安定剤、セル成核剤、増粘剤及び充填剤の選択によって広範囲に変
わることができる。これは、密度、発泡体の開放セル含有量及び発泡体の壁厚を容易に調
整することを可能にする。水性混合物は、好ましくは水性混合物の構成成分の沸点よりも
低い温度、例えば室温から１００℃まで、好ましくは２０～５０℃で発泡する。しかし、
混合物を耐圧密閉容器で発泡させることにより、最低沸点によって成分の沸点よりも高い
温度で処理することも可能である。架橋性混合物は、自由流動性であり長期間安定してい
る発泡体の形態で得られる。２０℃の温度での発泡架橋製混合物の密度は、例えば０．０
１～０．９ｇ／ｃｍ3である。
【００７３】
　発泡混合物の重合及び／又は架橋
　プロセスの第２段階において、モノマーを重合して及び／又は塩基性ポリマーを架橋し
て、吸水性の塩基性ポリマーを形成する。重合では、例えばエチレン性不飽和二重結合を
含む少なくとも２つの化合物が架橋剤として使用される。重合は、慣用のフリーラジカル
形成開始剤の存在下で実施される。その結果、超吸収性物質である架橋されたポリマーが
得られる。
【００７４】
　最初は水溶性であった塩基性ポリマーは、架橋によって水不溶性になる。塩基性ポリマ
ーのヒドロゲルが得られる。架橋性発泡体混合物を、例えば適切な成形型に移し、モノマ
ーが重合するように又は架橋剤が塩基性ポリマーと反応するように、その中で加熱する。
発泡物質を、例えば、有利には付着防止被覆を備えた一時的な担体物質に所望の厚さで適
用することができる。例えば、発泡体をドクターブレードにより基材に適用することがで
きる。別の可能性は、水性発泡体混合物を、好ましくは同様に付着防止被覆を有する成形
型に充填することから構成される。超吸収性発泡体の表面に図柄を生じるために、成形型
は少なくとも１つの内壁面に図柄を有し、この内壁面は、異なる化学組成又は異なる物理
的表面特性によって内壁面の残りの領域と異なる。
【００７５】
　発泡水性混合物は長い寿命を有するので、この混合物は、複合材料の製造にも適してい
る。例えば、永久担体物質、例えばポリマーの膜（例えば、ポリエチレン、ポリプロピレ
ン若しくはポリアミドの膜）又はアルミニウムのような金属に適用することができる。発
泡水性混合物を、不織布、綿毛、ティッシュ、織布、天然若しくは合成繊維、又は他の発
泡体に適用することもできる。複合材料の製造では、幾つかの状況において、発泡体を特
定構造の形態又は異なる層厚の支持物質に適用することが有利でありうる。しかし、発泡
体を綿毛層又は不織物質に適用し、綿毛が、架橋後、発泡体の不可欠な部分になるように
、これらの物質を含浸させることも可能である。プロセスの第１段階で得られる発泡水性
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混合物を、大型のブロックに造形し、架橋することもできる。架橋後、ブロックを切断又
はのこで挽いて小型の造形体にすることができる。発泡水性混合物を基材に適用し、発泡
層を膜若しくは不織布、ティッシュ、織布、繊維又は他の発泡体で覆い、サンドイッチ型
構造を加熱により架橋することによって、サンドイッチ型構造を製造することも可能であ
る。しかし、架橋の前又は後に、発泡した架橋性層の少なくとも１つの更なる層を適用し
、場合によりそれを更なる膜、不織布、ティッシュ、織布、繊維又は他の物質で覆うこと
も可能である。プロセスの第２段階において、次に複合体を架橋に付す。しかし、同じ又
は異なる密度の更なる発泡体層によりサンドイッチ型構造を製造することも可能である。
【００７６】
　約１ミリメートルまでの厚を有する本発明の発泡体層を、例えば発泡した重合性又は架
橋性の水性混合物の一面を加熱することにより又は特に一面を照射することにより製造す
る。発泡体のより厚い層が製造される場合、例えば、数センチメートルの厚さを有する発
泡体では、マイクロ波による架橋性発泡物質の加熱が特に有利であり、それは、この方法
によって比較的均一な加熱を達成することが可能であるからである。架橋は、例えば２０
～１８０℃の温度、好ましくは４０～１６０℃の範囲、特に６５～１４０℃の温度で実施
される。架橋されるより厚い発泡体層の場合では、発泡混合物には、例えば接触加熱又は
照射により、両面の熱処理を行う。ヒドロゲル発泡体の密度は、実質的に架橋性の水性混
合物の密度に対応する。したがって、発泡体は、例えば０．０１～０．９ｇ／ｃｍ3、好
ましくは０．１～０．７ｇ／ｃｍ3の密度の吸水性ポリマーから得られる。ポリマー発泡
体は、開放セルである。開放セル含有量は、例えば、少なくとも８０％であり、好ましく
は９０％を超える。特に好ましいものは、開放セル含有量が１００％の発泡体である。発
泡体における開放セル含有量は、例えば、走査型電子顕微鏡を用いて決定される。
【００７７】
　好ましいものは、水酸化ナトリウム溶液又は水酸化カリウム溶液で少なくとも５０％の
程度に中和されたアクリル酸と、少なくとも２つのエチレン性不飽和二重結合を含む架橋
剤と、開始剤と、加水分解され、続いて架橋された、イソブテンと無水マレイン酸のコポ
リマーから構成される超吸収性繊維と、少なくとも１つの界面活性剤とを含む重合性の水
性混合物からの処理によって得られる発泡体である。超吸収性発泡体の更なる例は、ビニ
ルアミン単位を含むポリマー、ビニルグアニジン単位を含むポリマー、ジアルキルアミノ
アルキル（メタ）アクリルアミド単位を含むポリマー、ポリエチレンイミン、エチレンイ
ミンでグラフトされたポリアミドアミン及びポリジアリルジメチルアンモニウムクロリド
の群からの少なくとも１つの塩基性ポリマーを含む、重合性の水性混合物を発泡すること
によって得られる。
【００７８】
　特に高い吸水能力を有し、電解質含有水溶液の改善された吸収能力を有する発泡体は、
ポリマー混合物に対して１０～９０質量％の微細化した吸収性の酸性ポリマーを含む塩基
性ポリマーの発泡水性混合物を架橋することによって得られる。酸性ヒドロゲルは、本発
明の発泡体において、固体粒状ポリマーとして又は例えば１０～２０００μｍの粒径を有
する発泡粒状ポリマーとして存在することができる。
【００７９】
　発泡混合物の架橋の後で又は架橋の間に、ヒドロゲル発泡体が乾燥する。これにより、
架橋ヒドロゲル発泡体から水及び他の揮発性構成成分を除去する。乾燥は、好ましくはヒ
ドロゲル発泡体の架橋後に実施される。適切な乾燥方法の例は、熱対流乾燥、例えばトレ
ー乾燥、チャンバー乾燥、ダクト乾燥、平板乾燥、パン乾燥、回転ドラム乾燥、フリーフ
ォールタワー乾燥、多孔ベルト乾燥、フロー乾燥、移動層乾燥、パドル乾燥及びボールベ
ッド乾燥、ホットプレート乾燥、ドラム乾燥、ベルト乾燥、多孔ドラム乾燥、スクリュー
乾燥、タンブル乾燥及び接触ディスク乾燥のような熱接触乾燥、放射乾燥、例えば赤外線
乾燥、誘電乾燥、例えばマイクロ波乾燥、並びに凍結乾燥である。望ましくない分解及び
架橋反応を防止するために、乾燥を減圧下、保護ガス雰囲気下及び／又は生成物の温度が
１２０℃、好ましくは１００℃を超えない穏やかな熱条件下で実施することが有利であり
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うる。特に適した乾燥法は、（真空）ベルト乾燥及び（粉砕発泡体が望ましいか又は許容
される場合）パドル乾燥である。
【００８０】
　乾燥工程の後、ヒドロゲル発泡体は、通常、水を含むことはない。しかし発泡物質の含
水量は、発泡体を水又は水蒸気で湿潤して望ましいように調整することができる。通常、
ゲル発泡体の含水量は、１～６０質量％、好ましくは２～１０質量％である。含水量によ
り、ヒドロゲル発泡体の柔軟性を調整することができる。完全に乾燥したヒドロゲル発泡
体は、硬質で脆性であるが、例えば５～２０質量％の含水量を有する発泡物質は、柔軟性
がある。発泡ヒドロゲルを膜若しくは顆粒の形態で直接使用することができるか、或いは
個別のスラブ又は膜を厚い発泡体ブロックから切り取ることができる。
【００８１】
　しかし上記ヒドロゲル発泡体を、発泡物質の表面が後架橋されるように改質することも
できる。このことは、発泡ヒドロゲルの造形体のゲル安定性の改善を可能にする。表面後
架橋を実施するために、発泡ヒドロゲルの造形体の表面を、通常は溶液の形態の少なくと
も１つの架橋剤（「表面架橋剤」、「後架橋剤」又は「表面後架橋剤」）で処理し、その
ように処理された造形体を、これらの架橋剤が未だ後架橋されていない超吸収性発泡体と
反応する温度で加熱する。
【００８２】
　適切な後架橋剤は、例えば下記である：
　・　ジ－又はポリエポキシド、例えばホスホン酸ジグリシジルエーテル、エチレングリ
コールジグリシジルエーテル又はポリアルキレングリコールのビスクロロヒドリンエーテ
ルのようなジ－又はポリグリシジル化合物、
　・　アルコキシシリル化合物、
　・　アジリジン単位を含み、ポリエーテル又は置換炭化水素を基礎とするポリアジリジ
ン化合物、例えばビス－Ｎ－アジリジノメタン、
　・　ポリアミン又はポリアミドアミン及びそれらのエピクロロヒドリンとの反応生成物
、
　・　エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、１，４－ブタンジオール、グリ
セロール、メチルトリグリコール、平均分子量Ｍｗの２００～１００００を有するポリエ
チレングリコール、ジ－及びポリグリセロール、ペンタエリスリトール、ソルビトールの
ようなポリオール、これらのポリオールのオキシエチレート及びカルボン酸とのそのエス
テル又は炭酸エチレン若しくは炭酸プロピレンのような炭酸のオキシエチレート、
　・　尿素、チオ尿素、グアニジン、ジシアンジアミド、２－オキサゾリジノン及びその
誘導体、ビスオキサゾリン、ポリオキサゾリン、ジ－及びポリイソシアネートのような炭
酸誘導体、
　・　例えばメチレンビス（Ｎ－メチロールメタクリルアミド）又はメラミン－ホルムア
ルデヒド樹脂のようなジ－及びポリ－Ｎ－メチロール化合物、
　・　２つ以上のブロックイソシアネート基を有する化合物、例えば２，２，３，６－テ
トラメチル－４－ピペリジノンでキャップされているトリメチルヘキサメチレンジイソシ
アネート。
【００８３】
　必要な場合は、酸性触媒、例えばｐ－トルエンスルホン酸、ホスホン酸、ホウ酸又はリ
ン酸二水素アンモニウムを加えることができる。
【００８４】
　特に適切な後架橋剤は、エチレングリコールジグリシジルエーテルのようなジ－又はポ
リグリシジル化合物、ポリアミドアミンとエピクロロヒドリンとの反応生成物、２－オキ
サゾリジノン及びＮ－ヒドロキシエチル－２－オキサゾリジノンである。
【００８５】
　表面後架橋（多くの場合、単に「後架橋」）は、典型的には、表面後架橋剤（多くの場
合、単に「後架橋剤」）の溶液を発泡体の表面に噴霧する方法で実施される。
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【００８６】
　表面後架橋剤は、好ましくは、水溶液の形態で発泡体表面に適用される。水溶液は、水
混和性有機溶媒、例えばメタノール、エタノール及び／若しくはｉ－プロパノールのよう
なアルコール又はアセトンのようなケトンを含むことができる。ヒドロゲル発泡体の表面
に適用される架橋剤の量は、例えば、０．１～５質量％、好ましくは１～２質量％である
。ヒドロゲル発泡体の表面後架橋は、少なくとも１つの架橋剤で処理したヒドロゲル発泡
体を例えば６０～１２０℃、好ましくは７０～１００℃の温度で加熱することによって実
施される。表面架橋後、表面を後架橋した発泡ヒドロゲルの含水量も同様に、１～６０質
量％の値に調整することができる。
【００８７】
　錯化剤及び／又は膨張遅延剤による発泡体の後処理
　錯化剤
　本発明の一実施態様において、発泡体、好ましくは酸性基を有するモノマーを含む重合
性混合物から得られた発泡体の安定性は、発泡体表面に錯体を形成することによって増加
する。発泡体における錯体は、少なくとも１つの錯化剤による処理によって形成される。
錯化剤は、錯化カチオンを含む作用物質である。これは、好ましくは二価又は多価カチオ
ンの溶液を噴霧することによってもたらされ、この場合、カチオンは官能基、例えばポリ
マー発泡体の酸性基と反応して、錯体を形成することができる。二価又は多価カチオンの
例は、公式には、そのアミン基が常に、非常に高いｐＨであっても、アンモニウム基又は
Ｍｇ2+、Ｃａ2+、Ａｌ3+、Ｓｃ3+、Ｔｉ4+、Ｍｎ2+、Ｆｅ2+/3+、ＣＯ2+、Ｎｉ2+、Ｃｕ2

+、Ｚｎ2+、Ｙ3+、Ｚｒ4+、Ｌａ3+、Ｃｅ4+、Ｈｆ4+及びＡｕ3+のような金属カチオンに
部分的にプロトン化している、部分的又は完全に加水分解したポリビニルアミド（「ポリ
ビニルアミン」として知られている）のようなビニルアミンモノマーから、完全に又は部
分的に形成されたポリマーである。好ましい金属カチオンは、Ｍｇ2+、Ｃａ2+、Ａｌ3+、
Ｔｉ4+、Ｚｒ4+及びＬａ3+であり、特に好ましい金属カチオンは、Ａｌ3+、Ｔｉ4+及びＺ
ｒ4+である。金属カチオンを単独で又は互いの混合物として使用することができる。アニ
オンは大きな制限を受けることはなく、記述された金属カチオンのうち、適切な金属塩は
、使用される溶媒に十分な可溶性を有するもの全てである。特に適した金属カチオンは、
弱錯化アニオン、例えば塩化物、硝酸塩及び硫酸塩、硫酸水素塩、炭酸塩、炭酸水素塩、
硝酸塩、リン酸塩、リン酸水素塩、リン酸二水素塩、並びに酢酸塩及び乳酸塩のようなカ
ルボン酸塩である。硫酸アルミニウムＡｌ2（ＳＯ4）3の使用が特に好ましい。金属塩に
使用される溶媒は、水、アルコール、ＤＭＦ、ＤＭＳＯ及びこれらの成分の混合物である
ことができる。特に好ましいものは、水及び水／アルコール混合物、例えば水／メタノー
ル、水／１，２－プロパンジオール及び水／１，３－プロパンジオールである。非常に好
ましいものは、水である。
【００８８】
　水溶液中の多価金属イオンの濃度は、一般に少なくとも１質量％、好ましくは少なくと
も２質量％であり、一般に最大２０質量％、好ましくは最大１０質量％である。錯化剤又
は膨張遅延剤の適用前の乾燥発泡体に対して、一般に少なくとも０．０５質量％、好まし
くは少なくとも０．１質量％、より好ましくは少なくとも０．２質量％、例えば少なくと
も０．８質量％、一般に最大１０質量％、好ましくは最大８質量％、より好ましくは最大
５質量％、例えば最大３．２質量％の多価金属イオンが使用される。本発明の文脈におい
て、５質量％の水を含む発泡体は「乾燥」している。硫酸アルミニウムを使用する場合、
０．８質量％のカチオンの含有量は、Ａｌ2（ＳＯ4）3の５質量％の含有量に相当し３．
２質量％のカチオンの含有量は、Ａｌ2（ＳＯ4）3の２０質量％の含有量に相当する。
【００８９】
　膨張遅延剤
　場合により、発泡体を少なくとも１つの膨張遅延剤で処理する。膨張遅延剤は、湿潤又
は乾燥状態（発泡体中＜１０質量％の水）の超吸収性発泡体の表面に適用され、液体吸収
の遅延をもたらす物質を意味すると理解され、幾つかの用途において有利でありうる。膨
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張遅延剤による超吸収性物質の処理は既知である。
【００９０】
　発泡体の使用
　場合により表面が後架橋された本発明のヒドロゲル発泡体を全ての目的に使用すること
ができ、例えば、ＥＰ８５８４７８Ｂ１によって既知の架橋ポリアクリレートのような酸
性基を含むポリマーを基礎とするヒドロゲル発泡体が使用される。本発明のヒドロゲル発
泡体は、例えば、体液を吸収する衛生用品、創傷を覆う包帯材料、密封物質、包装材料、
土壌改良剤、土壌代替品、脱水スラッジ、酸性の水性廃棄物の吸収、ラッカーの残量の廃
棄のための水性ラッカーの増粘、水含有油若しくは炭化水素の脱水、又は換気系のフィル
ターの材料における使用に適している。
【００９１】
　本発明は、更に、おむつ、生理用ナプキン、失禁用品及び包帯材料のような本発明の発
泡体を含む衛生用品を提供する。衛生用品において、例えば、本発明の発泡体は、幾つか
の機能、特に体液の取得、分配及び／又は貯蔵を実現する。特に、これらはおむつ又は女
性用衛生用品における貯蔵層として体液を貯蔵するのに適している。液体吸収の遅延によ
って、吸収される液体は、最初に衛生用品に均一に分配される。これによって、液体によ
る第２又は多数の接触の場合、発泡体の全領域が依然として良好な程度で利用可能になる
のに間に合うように補うことが可能になる。
【００９２】
　吸収性発泡体層を含む衛生用品の構造は、その製造と共に既知である。本発明の吸収性
発泡体は、既知の吸収性発泡体と同じようにこれらの衛生用品に使用される。本発明のヒ
ドロゲル発泡体の発泡体層は、例えば１～５ｍｍの厚さであり、例えばポリエチレン又は
ポリプロピレンのフィルムの上部液体透過性カバーシートと下部液体不透過性シートの間
の吸収性コアとして、上記衛生用品のうちの１つの中に配置されうる。衛生用品の透過性
層は、使用時に使用者の皮膚と直接接触する。この物質は、典型的には、セルロース繊維
又は綿毛のような天然繊維から構成される不織布からなる。場合により、ティッシュ層も
吸収性コアの上側及び／又は下側に配置される。衛生用品の下部層と吸収性コアの間に、
場合により従来の粒状アニオン性超吸収性物質の貯蔵層が存在することも可能である。発
泡塩基性ヒドロゲルがおむつの吸収性コアに使用される場合、発泡塩基性ヒドロゲルの開
放セル構造のため、通常は個別の量で一度に適用される体液が急速に除去される。このこ
とは、使用者におむつの表面の乾燥という心地よい感触を与える。
【００９３】
　測定方法
　遠心分離保持能力（［ＣＲＣ」）
　この方法において、超吸収性発泡体の保持能力を、超吸収性発泡体１ｇあたりの重力に
対するティーバッグの液体のｇによって測定した。ＣＲＣを測定するために、０．２００
０＋／－０．００５０ｇの試験する超吸収性発泡体を、６０×８５ｍｍの大きさのティー
バッグに導入し、続いて密閉した。残留水分は発泡体の吸水を低下させ、したがってＣＲ
Ｃを低下させるため、理想的には、発泡体は乾燥、すなわち無水である。しかし、ＣＲＣ
は、典型的には少なくとも３ｇ／ｇの値であり、多くの場合にそれよりも有意に高いので
、発泡体の特定の含水量は、顕著な測定誤差をもたらさない。湿潤発泡体の重量に対して
５質量％までの含水量は、通常はより高い含水量でも、問題なく許容される。測定される
ＣＲＣ値は、必要であれば、発泡体の含水量により算術的に修正することもできる。
【００９４】
　ティーバッグを、過剰量の０．９質量％の塩化ナトリウム溶液（少なくとも０．８３Ｌ
の塩化ナトリウム溶液／１ｇのポリマー）に３０分間導入する。次にティーバッグを２５
０ｇで３分間遠心分離する。吸収された及び重力に対して保持された液体の量も、遠心分
離したティーバッグを計量することによって決定する。同じ方法で、超吸収性発泡体を充
填しないティーバッグを使用して、空試験値を決定し、それを、超吸収性発泡体により決
定した吸収された及び保持された液体の量から減じた。ここで使用した出発重量では、Ｃ
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ＲＣは、空試験値でこのように修正した値を単に５倍することにより計算する。
【００９５】
　含水量
　含水量は、ＥＤＡＮＡ（Ｅｕｒｏｐｅａｎ　Ｄｉｓｐｏｓａｂｌｅｓ　ａｎｄ　Ｎｏｎ
ｗｏｖｅｎｓ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ，　Ａｖｅｎｕｅ　Ｅｕｇｅｎｅ　Ｐｌａｓｋｙ
　１５７，　１０３０　Ｂｒｕｓｓｅｌｓ，　Ｂｅｌｇｉｕｍ；　ｗｗｗ．ｅｄａｎａ．
ｏｒｇ）から得られる推奨方法４３０．２－０により決定する。
【００９６】
　実施例
　実施例に使用される発泡体の製造
　ビーカーの中で、磁気撹拌機を用いて、以下の成分を混合した：
　２０９．１３ｇのアクリル酸
　８１．３１ｇの３７．３質量％の、水中のアクリル酸ナトリウム溶液
　１６．８ｇのポリエチレングリコールジアクリレート－４００
　２５．６０ｇの、８０ｍｏｌのエチレンオキシドと１ｍｏｌの直鎖飽和Ｃ16～Ｃ18脂肪
アルコールとの付加生成物の１５％水溶液
　２６．６２ｇの水、及び
　下記の表において特定した量の下記に特定した無機固体粉末。
【００９７】
　この懸濁液に、氷冷しながら、２４０．５４ｇのトリエタノールアミンをゆっくりと加
え、次に混合物を１５℃に冷却した。得られた溶液を圧力容器に移し、二酸化炭素流を３
００ｌ／時間で２５分間通して１２バールの圧力により二酸化炭素で飽和した。圧力下、
１６ｇの２，２’－アゾビス（２－アミジノプロパン）ジヒドロクロリドの３質量％水溶
液を加え、次に二酸化炭素を反応混合物の中にさらに５分間通した。次に反応混合物を１
．０ｍｍの直径のダイを通して１２バールの圧力で加圧して、微細セルの容易な自由流動
性発泡体を形成した。
【００９８】
　得られたモノマー発泡体を３ｍｍ高の端部を有するＤＩＮ　Ａ－３サイズのガラスプレ
ートに適用し、最初に、シリコン処理ポリエステルフィルム（シリコン処理ポリエチレン
テレフタレートフィルムＨｏｓｔａｐｈａｎ（登録商標）ＲＮ、厚さ３６μｍ、Ｍｉｔｓ
ｕｂｉｓｈｉ　Ｐｏｌｙｅｓｔｅｒ　Ｆｉｌｍ　ＧｍｂＨ，　Ｗｉｅｓｂａｄｅｎ，　Ｇ
ｅｒｍａｎｙから入手）で覆った。発泡体は、最上部を、プラスチック筆記用の市販のペ
ン（「フィルムペン」）により図柄（パターン）を適用した同じ種類のフィルム片で覆う
。上部フィルムを第２ガラスプレートで覆う。発泡体試料では、Ｄｒ．　Ｈｏｅｎｌｅ　
ＡＧ，　Ｇｒａｅｆｅｌｆｉｎｇ，　ＧｅｒｍａｎｙからのＵＶＡＳＰＯＴ　１０００／
Ｔ　ＵＶ／ＶＩＳ放熱器により上方から及び同じ製造者の２台のＵＶＡＳＰＯＴ　４００
Ｔ　ＵＶ／ＶＩＳ放熱器により下方からＵＶ光線により両面を同時に４分間照射した。
【００９９】
　得られた発泡体層を真空乾燥キャビネットにおいて８０℃、窒素雰囲気下で完全に乾燥
し、次に水を噴霧して水分含有量を５質量％に調整した。
【０１００】
　異なる充填剤及び充填剤の量による結果を以下の表にまとめる。発泡体における充填剤
の量を、乾燥発泡体のために変換した。発泡体表面の図柄の出現は、視覚により評価した
。「図柄」の列は、どれぐらい良好に図柄が再現されたかを記載している。
【０１０１】
　ｎｂ　非検出
　０　　図柄の出現なし
　０＋　図柄の不十分な出現
　＋　　図柄の良好な出現
　＋＋　図柄の非常に良好な出現
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【表１】

【０１０２】
　実施例は、固体含有量及び固体の種類に応じて、表面に図柄を有する発泡体が得られる
ことを示す。
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